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前
漢
謁
者
・
中
書
尚
書
考
• 
は
じ
め
に
国)
『
波
書
』
巻
一
九
上
、
百
官
公
卿
表
上
記
載
の
官
職
の
考
証
は
、
前
淡
代
官
僚
制
官
職
研
究
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
個
々
の
官
職
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
か
な
リ
多
く
の
研
究
が
あ
ぶ
v
と
り
わ
け
表
題
の
三
官
の
う
ち
尚
書
・
中
書
は
中
国
官
僚
制
・
官
職
研
究
に
と
っ
て
極
め
て
大
き
な
位
置
を
占
め
る
が
故
に
そ
の
研
究
も
多
川
町
し
か
し
謁
者
の
存
在
と
中
書
の
置
廃
、
尚
書
町
発
展
と
が
密
接
に
絡
む
の
で
あ
る
が
、
そ
の
点
の
考
証
は
決
し
て
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
三
官
に
関
係
す
る
問
題
を
と
り
あ
げ
て
、
い
さ
さ
か
制
度
史
的
考
証
に
偏
る
が
、
官
の
変
遷
と
相
互
関
連
に
つ
い
て
の
考
証
を
行
い
た
い
。
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ま
ず
謁
者
に
つ
い
て
は
郎
中
令
(
光
禄
勲
内
属
官
と
し
て
次
山
勝
芳
田
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
謁
者
掌
賓
讃
受
事
、
貝
七
十
人
、
秩
比
六
百
石
、
有
僕
射
、
秩
比
千
石
。
次
い
で
少
府
の
条
を
見
る
と
、
属
官
有
尚
書
、
符
節
、
太
医
、
太
官
、
湯
官
、
導
官
、
楽
府
、
若
虚
、
考
工
室
、
左
て
、
居
室
、
甘
泉
居
室
、
左
・
右
司
空
、
東
織
、
西
織
、
東
図
匠
十
二
〔
七
〕
官
令
丞
、
・
¥
又
中
書
謁
者
、
黄
門
、
鈎
盾
、
尚
方
、
御
府
、
水
巷
、
内
者
、
富
者
七
〔
八
〕
官
令
丞
。
。
成
帝
建
始
四
年
、
更
名
中
書
謁
者
令
為
中
謁
者
令
、
初
置
尚
書
、
貝
五
人
、
有
四
丞。
と
あ
る
よ
う
に
、
中
書
謁
者
の
廃
止
と
尚
書
の
設
置
、
中
謁
者
へ
の
改
名
が
密
接
な
関
係
を
も
つ
も
の
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
中
書
が
設
置
さ
れ
て
い
た
時
期
に
尚
書
も
あ
っ
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
は
多
く
の
例
に
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
中
謁
者
は
漠
初
か
ら
あ
る
官
で
あ
り
、
中
書
が
あ
っ
た
時
期
に
も
中
謁
者
令
と
同
じ
も
の
と
み
ら
れ
る
内
謁
者
令
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
B
関
連
す
る
文
献
の
解
釈
を
み
て
み
た
い
。
5
晋
・
臣
穫
は
、
『
漢
書
』
巻
一
O
、
建
始
四
年
(
前
二
九
)
春
の
罷
中
書
官
官
、
初
置
尚
書
、
員
五
人
。
に
対
し
て
、
漢
初
中
人
有
中
謁
者
令
。
孝
武
加
中
謁
者
A
Y
為
中
香
謁
者
令
、
置
僕
射
。
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
中
謁
者
令
に
中
書
の
職
務
を
加
え
た
も
の
と
考
、
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
宋
書
』
巻
四
O
、
百
官
志
下
で
は
、
漢
武
帝
瀞
[
宴
]
後
廷
、
始
使
富
者
典
尚
書
事
、
謂
之
中
書
謁
者
、
置
令
・
僕
射
。
:
。
成
帝
改
中
書
謁
者
令
、
日
中
謁
者
令
、
罷
謁
者
白
浜
東
京
省
中
謁
者
令
、
而
有
中
官
謁
者
令
、
非
其
職
也
。
と
あ
っ
て
、
こ
の
う
ち
「
罷
謁
者
」
的
所
は
、
『
晋
書
』
巻
二
四
、
職
官
志
は
「
罷
僕
射
」
と
し
て
お
り
、
中
華
書
局
本
町
校
訂
で
は
そ
れ
を
是
と
し
て
い
る
。
た
し
か
に
文
章
の
流
れ
と
し
て
は
「
僕
射
」
の
方
が
よ
い
。
そ
う
す
る
と
、
中
書
謁
者
設
置
の
際
に
置
か
れ
た
中
書
謁
者
僕
射
は
、
令
が
中
謁
者
令
に
改
め
ら
れ
た
と
き
に
廃
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
『
大
唐
六
典
』
は
、
巻
一
、
尚
書
令
で
、
『
漢
書
』
巻
九
三
、
俊
幸
伝
・
石
顕
伝
に
「
石
顕
、
・
・
、
弘
恭
、
目
、
皆
少
坐
法
腐
刑
、
為
中
黄
門
、
以
選
為
中
尚
書
、
宣
帝
時
任
中
書
官
、
:
・
、
恭
為
令
、
顕
為
僕
射
日
と
あ
り
、
同
巻
八
五
、
谷
永
伝
に
「
中
尚
書
官
官
」
と
あ
る
「
中
尚
書
」
に
つ
い
て
、
中
尚
書
、
調
中
書
及
向
書
也
。
中
書
典
尚
書
奏
事
、
故
速
一
吉
之
。
と
い
う
解
釈
を
し
、
巻
九
、
中
書
令
で
は
、
漢
中
書
謁
者
令
丞
、
属
少
府
、
自
武
帝
遊
宴
後
庭
、
故
用
富
者
、
司
馬
選
被
腐
刑
之
後
、
為
中
書
令
、
即
其
任
也
。
不
言
謁
者
、
省
文
也
f
:。
成
帝
改
中
書
謁
者
令
、
日
中
謁
者
令
、
罷
中
書
官
官
、
更
以
士
人
為
之
。
『
漢
旧
儀
』
云
、
領
賛
尚
書
出
入
奏
事
、
秩
干
石
。
後
漢
省
。
と
あ
る
よ
う
に
、
中
書
の
正
式
名
称
は
中
書
謁
者
で
あ
り
、
成
帝
が
中
書
謁
者
令
を
中
謁
者
令
に
改
め
た
と
き
、
こ
の
中
謁
者
令
に
官
官
で
は
な
く
士
人
を
用
い
た
、
と
解
釈
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
近
衛
本
が
注
記
す
る
よ
う
に
、
『
玉
海
』
巻
一
二
三
、
官
制
、
漢
中
書
令
引
『
六
典
』
の
文
で
は
、
「
自
武
帝
」
の
前
に
「
本
尚
書
也
」
が
あ
り
、
尚
書
を
武
帝
の
時
に
中
書
謁
者
と
し
{
臣
官
を
任
じ
た
が
、
成
帝
が
中
謁
者
に
改
め
る
と
、
ま
た
士
人
を
向
書
に
任
命
し
た
、
と
考
、
え
て
い
る
よ
う
に
も
み
、
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の
理
解
に
は
か
な
り
問
題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
中
書
侍
郎
の
条
で
は
、
按
環
済
『
要
略
』
、
漢
置
中
書
、
掌
密
詔
、
有
令
僕
丞
郎
。
『
漢
旧
儀
』
云
置
中
書
、
領
尚
害
事
、
掌
旬
奴
営
部
一
郎
、
民
習
一
郎
、
謁
者
一
郎
。
と
晋
・
環
済
の
『
帝
王
要
略
』
(
『
陪
書
』
巻
三
三
、
経
籍
志
、
二
、
史
部
参
照
)
と
『
漢
旧
儀
』
を
引
用
し
て
い
る
。
前
者
は
中
書
に
令
・
僕
射
・
丞
・
郎
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
中
書
の
構
成
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
ま
た
後
者
は
、
中
書
が
旬
奴
・
民
・
謁
者
の
三
曹
尚
書
郎
を
掌
握
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
に
つ
い
て
は
、
『
漠
旧
儀
』
巻
上
の
四
尚
書
郎
の
条
の
混
入
も
考
え
ね
ば
な
ら
ず
、
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
三
郎
だ
け
を
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
『
漢
旧
儀
』
に
元
来
あ
っ
た
文
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
な
お
『
要
略
』
の
文
は
、
階
代
に
虞
世
南
が
撰
し
た
『
北
堂
書
紗
』
巻
五
七
、
中
書
侍
郎
の
条
に
ほ
ぼ
同
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
巻
、
中
書
惣
で
は
「
尚
喜
令
弁
掌
詔
奏
、
既
置
中
害
、
掌
詔
詰
答
表
、
皆
機
密
之
事
」
と
い
う
『
漢
旧
儀
』
の
文
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。
次
い
で
『
通
典
』
巻
一
二
、
中
書
令
で
は
、
ほ
ぽ
『
六
典
』
と
同
様
な
文
が
見
ら
れ
る
が
、
「
更
以
士
人
為
之
」
の
後
に
「
皆
属
少
府
、
副
漢
東
京
、
省
中
謁
者
令
官
」
が
あ
り
、
ま
た
注
に
「
時
有
中
官
弱
者
令
、
非
其
職
也
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
『
宋
書
』
百
官
志
の
文
と
同
じ
仙
で
あ
る
。
更
に
中
書
侍
郎
町
条
で
は
「
漢
置
中
書
、
領
向
書
事
、
有
齢
丞
郎
」
と
あ
っ
て
、
『
六
典
』
引
用
の
『
要
略
』
『
漢
旧
儀
』
を
ま
と
尚
め
た
と
み
ら
れ
る
文
が
あ
る
。
こ
の
『
通
典
』
の
理
解
で
も
、
中
書
書
謁
者
令
を
改
め
た
中
謁
者
令
は
士
人
と
さ
れ
、
後
漢
に
至
っ
て
罷
め
沖
ら
れ
た
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
巻
二
二
、
尚
書
時
令
の
条
で
は
、
「
成
帝
去
中
書
謁
者
令
官
、
更
以
士
人
為
尚
書
令
」
鵬
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
尚
書
令
関
係
の
文
を
混
入
さ
せ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
こ
れ
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こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
解
に
は
か
な
り
の
混
乱
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
考
証
を
ま
ず
滑
末
の
陳
樹
鏑
の
『
漢
官
答
問
』
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
巻
一
の
尚
喜
の
条
で
は
領
尚
書
事
就
任
者
を
列
挙
し
、
尚
書
の
職
務
を
挙
例
し
た
上
で
、
『
通
典
』
の
理
解
を
具
体
例
を
挙
げ
て
批
判
し
、
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
漢
初
有
尚
書
、
武
帝
有
尚
書
、
又
有
中
書
。
中
書
是
富
者
、
尚
書
是
土
入
、
昭
宣
元
因
之
。
成
帝
乃
罷
中
書
、
独
有
尚
書
。
尚
書
在
省
中
、
較
丞
相
為
近
天
子
。
故
領
尚
書
者
、
奪
丞
相
権
。
中
書
是
{
臣
者
、
得
出
入
臥
内
、
較
尚
書
又
近
。
こ
れ
は
尚
書
と
中
書
の
関
係
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
正
し
い
理
解
で
あ
っ
て
、
『
六
典
』
や
『
通
典
』
の
混
乱
を
正
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
更
に
巻
三
の
中
書
令
の
所
で
は
、
ま
ず
漢
初
の
中
謁
者
は
、
濯
嬰
が
任
命
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
(
『
漢
書
』
巻
四
一
、
本
伝
)
親
信
の
臣
を
任
命
し
た
の
で
あ
っ
て
、
富
官
で
は
な
い
事
を
述
べ
、
ま
た
宣
官
が
任
命
さ
れ
た
場
合
は
「
中
」
字
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
以
下
の
よ
う
に
議
論
を
展
開
す
る
。
有
令
則
自
中
尚
書
令
、
省
文
日
中
書
令
。
中
尚
書
、
中
謁
者
二
官
也
。
何
可
合
為
一
子
。
合
為
一
則
足
文
田
中
尚
書
謁
者
令
、
不
亦
賛
子
。
既
有
中
謁
者
、
又
設
中
香
謁
者
、
不
亦
複
子
。
蓋
武
帝
之
前
、
有
中
謁
者
、
60 
市
中
謁
者
無
令
(
以
謁
者
無
令
知
之
)
。
武
帝
又
置
中
尚
書
令
。
成
帝
悪
中
尚
書
令
専
権
、
改
為
中
謁
者
令
、
止
行
中
謁
者
事
、
不
得
干
預
尚
書
政
。
非
如
表
及
社
氏
所
云
也
。
即
ち
、
陳
樹
鏑
は
百
官
表
が
「
中
書
謁
者
令
」
と
い
う
官
が
あ
る
と
す
る
の
と
、
杜
佑
『
通
典
』
の
武
帝
代
に
中
書
謁
者
令
が
置
か
れ
、
成
帝
代
に
そ
れ
を
中
謁
者
令
に
改
め
た
と
い
う
解
釈
(
実
は
『
宋
書
』
『
六
典
』
の
説
)
を
否
定
し
、
武
帝
代
設
置
の
中
替
は
中
謁
者
と
は
別
な
も
の
で
あ
り
、
成
帝
代
的
改
正
は
、
中
山
問
書
令
に
任
命
さ
れ
て
い
た
富
官
を
い
ま
ま
で
令
が
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
中
謁
者
の
長
官
で
あ
る
中
謁
者
令
と
し
た
事
を
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
陳
樹
鋪
説
は
全
て
正
し
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
中
書
と
向
書
と
の
関
係
、
中
書
と
中
謁
者
と
の
関
係
を
明
確
に
し
た
点
に
と
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
そ
し
て
問
題
の
中
書
令
に
任
命
さ
れ
た
事
例
の
最
も
早
い
の
が
司
馬
遷
で
あ
る
が
故
に
、
王
国
維
は
そ
の
「
太
史
公
行
年
考
」
(
『
観
堂
築
林
』
巻
一
一
)
で
中
書
・
中
謁
者
・
尚
書
の
関
係
を
論
ず
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
要
点
は
以
下
町
如
く
で
あ
る
。
武
帝
以
後
も
尚
喜
と
中
蓄
は
併
存
し
て
お
り
、
中
書
は
中
尚
書
で
あ
っ
て
、
「
蓋
謂
中
官
之
幹
尚
書
事
者
、
以
別
於
尚
書
令
以
下
士
人
也
」
と
述
べ
、
尚
書
が
政
治
の
中
心
で
、
中
替
は
「
尚
書
の
枢
機
」
で
あ
る
と
し
、
次
い
で
中
謁
者
に
つ
い
て
、
『
漢
書
』
巻
八
、
宣
帝
紀
「
内
謁
者
令
」
と
、
同
巻
七
四
、
丙
古
伝
的
「
内
謁
者
令
」
を
内
者
令
の
誤
り
と
す
る
説
(
『
漢
書
刊
誤
』
)
を
否
定
U
V
こ
れ
は
中
謁
者
令
即
ち
中
書
謁
者
A
初
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
中
謁
者
は
高
祖
町
時
は
土
人
な
る
も
呂
后
以
後
宮
官
を
用
い
、
「
大
中
謁
者
」
は
中
謁
者
令
で
あ
り
、
臣
礎
的
い
う
よ
う
に
武
帝
は
中
謁
者
向
職
務
に
中
番
町
職
務
を
加
え
、
そ
れ
故
武
帝
以
後
中
書
謁
者
を
中
謁
者
と
称
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
「
内
い
は
陪
代
的
詩
字
「
中
」
に
よ
る
改
字
で
あ
ろ
つ。
こ
の
際
・
玉
両
者
の
考
証
が
い
わ
ば
古
典
的
研
究
と
い
っ
て
よ
い
が
、
こ
の
問
題
は
前
諜
代
後
期
政
治
史
研
究
に
と
っ
て
、
内
朝
と
外
朝
、
尚
蓄
の
権
力
増
大
過
程
、
官
官
権
力
的
問
題
と
い
う
非
常
に
重
要
な
問
題
に
関
係
す
る
が
故
に
、
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
あ
る
者
は
百
官
表
に
そ
の
ま
ま
従
い
、
あ
る
者
は
陳
説
あ
る
い
は
王
説
に
従
う
(
こ
の
岡
考
証
を
挙
げ
な
い
論
文
研
究
が
か
な
り
多
い
が
)
と
い
う
よ
う
に
多
々
問
題
が
あ
る
。
以
下
各
説
に
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
ま
ず
漠
代
的
尚
書
に
関
す
る
代
表
的
研
究
で
あ
る
鎌
田
重
雄
氏
の
見
解
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
渓
初
の
官
官
に
中
謁
者
令
(
謁
者
令
が
富
官
で
あ
れ
ば
中
謁
者
令
で
少
府
に
属
す
)
が
あ
り
、
武
帝
は
そ
れ
に
尚
書
内
職
務
を
加
え
て
中
番
弱
者
令
と
し
た
。
中
謁
者
に
加
え
た
の
は
、
謁
者
が
本
来
「
上
章
報
開
」
を
つ
か
さ
ど
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
天
子
の
文
書
を
つ
か
さ
ど
る
尚
書
と
職
務
が
近
似
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
結
果
、
尚
書
は
全
て
富
官
を
用
い
る
こ
と
に
な
り
、
中
書
謁
者
令
は
中
審
令
と
略
称
さ
れ
た
。
な
お
武
帝
は
中
書
謁
者
令
を
設
置
す
る
と
と
も
に
そ
の
下
に
僕
射
を
置
い
た
。
次
の
昭
帝
代
は
中
書
令
は
置
か
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
宣
帝
代
に
は
再
ぴ
中
書
令
を
置
き
、
副
封
制
的
廃
止
に
よ
る
皇
帝
権
力
強
化
と
と
も
に
、
中
書
を
使
っ
て
皇
帝
が
直
接
尚
書
の
こ
と
を
掌
握
し
た
。
そ
の
後
元
帝
の
氷
光
年
間
(
前
四
一
ニ
|
三
九
)
以
降
は
中
書
令
の
他
に
尚
書
令
も
置
か
れ
た
。
こ
の
両
者
が
併
存
し
た
時
期
に
は
、
中
書
台
と
尚
書
台
は
別
個
に
存
在
し
、
こ
の
両
台
を
統
率
し
た
の
が
領
尚
書
事
で
あ
っ
た
。
鎌
田
氏
的
研
究
で
は
、
謁
者
と
尚
書
の
職
務
上
町
類
似
点
的
指
摘
と
、
中
書
台
と
尚
書
台
の
両
存
の
指
摘
が
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
聞
が
、
両
台
を
領
尚
書
事
が
掌
握
し
た
と
い
う
点
と
、
中
書
の
置
廃
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
仙
ま
た
山
本
隆
義
氏
出
v
中
書
の
設
置
は
司
馬
選
が
任
命
さ
れ
る
前
一
聞
の
一
沼
田
市
(
前
一
一
六
一
一
一
)
太
初
(
前
一
O
四
一
O
こ
の
尚
交
わ
り
で
あ
ろ
う
と
し
、
中
書
設
置
に
よ
っ
て
尚
書
の
権
限
の
う
ち
、
書
中
外
的
章
奏
に
対
す
る
審
議
と
協
賛
同
権
、
王
命
起
草
の
権
は
中
書
J
T
に
移
行
し
、
向
書
は
中
書
で
決
定
さ
れ
た
も
の
を
下
達
す
る
執
行
機
梢
開
化
し
た
、
と
す
る
。
こ
の
向
書
の
職
務
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
融
か
、
と
り
わ
け
起
草
権
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
点
は
重
要
で
あ
る
が
、
事
実
認
識
に
問
題
が
あ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
こ
の
詔
1
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令
の
起
草
に
つ
い
て
は
、
山
本
氏
の
見
解
と
は
別
に
、
大
庭
筒
氏
の
御
史
大
夫
府
の
御
史
に
よ
る
起
草
と
い
う
見
解
が
あ
り
、
こ
れ
を
考
慮
に
い
れ
る
と
御
史
と
も
こ
の
間
題
が
関
係
す
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
な
お
鎌
田
・
山
本
両
研
究
で
は
陳
・
王
両
考
証
に
触
れ
て
お
ら
ず
、
そ
こ
に
事
実
認
識
の
占
、
で
問
題
が
生
じ
る
一
因
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
、
っ
か
。
中
文
の
研
究
で
は
、
徐
復
観
氏
が
労
斡
氏
の
尚
書
内
朝
官
説
を
批
判
し
た
も
《
叫
が
重
要
で
あ
る
。
尚
書
と
中
書
は
両
存
し
、
両
令
の
地
位
は
本
来
同
様
で
あ
っ
た
が
、
皇
帝
に
近
い
中
書
が
『
漢
旧
儀
』
に
い
う
よ
う
に
「
領
尚
書
事
」
と
い
う
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
れ
故
、
震
光
が
領
尚
書
事
と
な
っ
た
の
も
、
形
式
的
に
は
中
書
令
の
職
務
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
尚
書
は
内
毘
で
な
い
が
故
に
加
官
の
対
象
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
す
る
。
こ
の
研
究
で
は
中
書
制
と
領
尚
書
事
制
と
の
関
係
の
指
摘
が
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
批
判
に
対
し
て
労
紛
氏
は
尚
書
が
内
朝
の
行
文
機
構
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
強
調
し
つ
つ
、
ま
た
陳
・
王
両
考
証
を
引
用
し
て
、
中
書
は
宮
{
目
で
あ
っ
た
か
ら
尚
書
に
対
し
て
「
中
」
を
つ
け
た
。
従
っ
て
正
式
名
称
は
中
尚
書
令
。
そ
れ
が
中
謁
者
令
を
兼
任
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
中
書
謁
者
令
は
成
帝
初
年
に
両
者
を
併
せ
た
こ
と
に
よ
る
。
と
中
書
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
い
A
か「
こ
の
よ
う
な
研
究
史
を
見
て
く
る
と
、
多
く
の
点
で
新
た
な
重
要
な
指
摘
が
な
さ
れ
つ
つ
も
、
確
定
す
べ
き
論
母
、
が
依
然
と
し
て
多
い
こ
と
、
ま
た
内
朝
問
題
に
か
か
わ
っ
て
関
係
各
宮
内
宮
中
で
の
勤
務
場
所
と
機
能
的
推
定
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
つ白6
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
各
官
の
配
置
状
況
の
把
握
が
こ
の
問
題
解
決
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
長
安
城
内
に
お
け
る
未
央
宮
の
位
置
と
そ
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
発
掘
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
か
な
り
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
宮
内
の
細
か
な
殿
閣
の
配
置
に
つ
い
て
は
『
三
輔
賞
図
』
の
記
述
が
あ
っ
て
も
不
明
な
こ
と
が
多
い
。
文
献
史
料
か
ら
知
ら
れ
る
関
係
各
官
府
の
位
置
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
未
央
宮
中
に
は
、
『
史
記
』
巻
八
、
高
祖
本
紀
八
年
(
前
一
九
九
)
の
条
に
、
「
繭
丞
相
営
作
未
央
宮
、
立
東
闘
・
北
関
・
前
殿
、
武
庫
、
Rω】
太
倉
」
と
あ
る
よ
う
に
、
正
門
た
る
東
閥
、
一
般
官
僚
の
出
入
、
上
書
者
向
受
け
付
け
が
な
さ
れ
た
北
関
と
い
う
束
・
北
町
大
門
の
内
部
に
、
未
央
{
呂
の
正
殿
た
る
前
殿
が
設
置
さ
れ
た
。
楊
寛
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
前
殿
に
は
朝
堂
が
設
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
『
漢
書
』
巻
二
三
、
刑
法
志
「
上
(
宣
帝
)
常
幸
宣
室
、
斎
居
而
決
事
」
と
あ
る
宣
室
に
つ
い
て
、
顔
師
古
は
「
蓋
其
殿
在
前
殿
之
側
也
」
と
い
い
、
同
巻
四
八
、
買
誼
伝
の
「
官
芸
且
」
に
対
し
て
蘇
林
は
「
宣
室
、
未
央
前
正
室
也
」
と
注
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
三
輪
賞
図
』
巻
三
に
よ
れ
ば
、
前
殿
町
北
に
あ
っ
た
し
、
未
央
宮
前
殿
町
正
室
で
あ
る
と
い
う
。
な
お
武
庫
は
こ
の
未
央
宮
と
長
楽
宮
の
聞
に
作
ら
れ
、
そ
の
広
大
な
遺
構
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
『
三
輔
賞
図
』
巻
三
に
よ
れ
ば
、
「
内
謁
者
署
、
在
未
央
宮
、
属
少
府
。
続
漢
書
云
、
掌
宮
中
歩
帳
裂
物
、
丁
字
漢
官
云
、
令
秩
千
石
」
と
あ
っ
て
、
問
題
町
内
謁
者
1
中
謁
者
の
官
署
に
つ
い
て
の
記
述
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
『
続
漢
書
』
の
引
用
は
内
弱
者
で
は
な
く
、
内
者
の
職
務
で
あ
り
、
『
黄
図
』
が
内
謁
者
と
内
者
を
混
同
し
て
内
謁
者
の
官
署
は
確
か
に
未
央
官
中
に
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
な
が
ら
、
そ
の
職
務
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
内
謁
者
そ
の
も
の
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
に
後
漢
代
町
内
者
と
閉
じ
も
の
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
内
謁
者
も
内
者
も
そ
の
職
務
か
ら
み
て
と
も
に
未
央
宮
中
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
た
内
謁
者
が
少
府
に
所
属
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
前
引
百
官
表
に
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
他
少
府
属
官
で
は
、
織
室
、
凌
室
、
「
医
者
署
」
(
富
者
署
)
等
が
未
央
官
に
あ
っ
た
こ
と
を
『
賞
図
』
は
伝
え
る
。
そ
れ
で
は
こ
れ
ら
宮
中
諸
官
を
所
属
き
せ
て
い
た
少
府
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
史
記
』
巻
九
、
呂
太
后
本
紀
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
新
皇
帝
を
未
央
官
へ
迎
え
入
れ
る
た
め
に
、
少
帝
を
未
央
宮
か
ら
去
ら
せ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
こ
で
少
帝
に
対
し
て
「
出
で
て
舎
に
杭
〈
」
と
言
っ
て
少
帝
を
少
府
に
移
し
た
と
い
う
。
そ
の
際
、
「
除
宮
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
お
り
、
も
し
少
府
が
未
央
宮
中
に
あ
っ
た
の
な
ら
、
「
除
宮
」
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
少
府
は
未
央
宮
内
外
に
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
府
は
未
央
宮
中
に
多
く
の
属
官
の
官
署
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宮
外
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
宮
中
諸
官
の
み
な
ら
ず
、
上
林
苑
を
始
め
と
し
て
長
安
城
内
外
に
多
く
の
属
官
が
あ
っ
た
し
、
ま
た
帝
室
財
政
全
般
の
財
物
の
取
り
扱
い
量
も
多
い
た
め
に
、
常
時
多
く
の
官
吏
が
そ
の
官
府
に
出
入
す
る
必
要
が
あ
り
、
司
馬
門
で
い
ち
い
ち
名
籍
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
不
便
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
「
除
宮
L
し
た
後
、
文
帝
が
未
央
宮
に
初
め
て
入
っ
た
時
、
殿
の
正
門
で
あ
る
端
門
を
守
っ
て
い
た
の
が
、
弱
者
十
人
で
あ
り
、
こ
の
端
門
か
ら
内
部
が
皇
帝
向
日
常
的
執
務
の
場
所
で
あ
っ
て
、
謁
者
は
こ
の
端
門
外
と
内
と
を
取
り
次
ぐ
役
目
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
十
分
注
意
し
て
お
き
た
い
。
同
町
次
に
御
史
大
夫
府
と
、
衛
尉
及
ぴ
郎
中
令
(
光
禄
勲
)
の
府
が
未
央
官
内
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
漢
旧
儀
』
巻
上
に
「
御
史
-
h
衛
尉
寺
在
宮
中
」
「
御
史
大
夫
寺
在
司
馬
門
内
」
と
あ
り
、
『
史
記
』
軒
呂
太
后
本
紀
に
「
入
未
央
宮
、
逐
産
、
殺
之
郎
中
府
吏
舎
府
中
」
と
尚
あ
り
、
「
集
解
、
如
淳
目
、
百
官
表
、
郎
中
令
、
掌
宮
殿
門
戸
。
故
皆
其
府
在
宮
中
日
と
注
し
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
更
に
御
史
大
夫
の
ニ
丞
の
う
ち
一
丞
は
御
史
中
丞
と
し
て
殿
中
の
蘭
台
に
あ
っ
て
図
籍
秘
時
書
を
つ
か
さ
ど
る
の
み
な
ら
ず
、
(
侍
)
御
史
一
五
人
を
率
い
て
「
受
糊
公
卿
奏
事
、
挙
劾
按
章
」
(
百
官
表
)
の
任
を
果
た
し
て
い
た
。
『
漢
旧
儀
』
巻
上
に
よ
れ
ば
(
侍
)
御
史
一
五
人
は
殿
中
に
給
事
し
、
そ
の
宿
慮
は
石
渠
門
外
に
あ
っ
て
、
う
ち
二
人
は
「
尚
璽
持
書
給
事
」
63 
し
、
二
人
は
「
侍
前
」
し
、
そ
れ
ら
を
中
丞
が
統
べ
て
い
た
。
皇
帝
に
侍
し
て
璽
と
書
を
つ
か
さ
ど
る
も
の
と
、
御
前
に
侍
立
す
る
者
が
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
そ
の
宿
虚
は
未
央
宮
前
殿
の
北
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
(
『
漢
書
』
巻
八
八
、
儒
林
伝
注
引
コ
ニ
輔
故
事
』
)
石
渠
閣
の
門
外
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
先
の
端
門
内
に
あ
っ
た
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
衛
尉
と
郎
中
令
に
つ
い
て
は
そ
の
軍
官
と
し
て
の
機
能
を
考
慮
に
《ロ》
入
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
場
合
浜
口
重
国
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
衛
尉
の
部
隊
は
衛
士
部
隊
で
あ
り
、
そ
れ
を
以
て
宮
城
と
宮
門
を
警
衛
す
る
、
皇
帝
の
近
衛
軍
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
近
衛
軍
と
し
て
の
屯
兵
は
衛
候
・
衛
司
馬
に
率
い
ら
れ
て
い
て
、
宮
内
外
に
屯
所
が
配
置
さ
れ
て
い
前
v
そ
の
属
官
と
し
て
公
車
司
馬
令
も
あ
り
、
主
に
未
央
宮
町
司
馬
門
を
出
入
す
る
人
の
チ
エ
y
ク
、
上
書
の
受
理
を
担
当
し
た
。
郎
中
令
は
郎
官
を
率
い
て
未
央
宮
内
に
あ
る
宮
殿
町
門
戸
及
ぴ
宮
殿
内
の
響
衛
に
当
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
侍
衛
部
隊
と
し
て
の
主
力
と
な
っ
た
の
は
郎
中
で
あ
り
、
車
将
・
戸
将
・
騎
将
町
三
将
に
率
い
ら
れ
た
車
郎
・
戸
郎
・
騎
郎
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
ま
た
郎
中
は
宮
苑
(
園
郎
)
等
に
も
配
置
さ
れ
、
増
淵
竜
夫
氏
が
指
摘
す
《
か
v
よ
う
に
、
尚
書
等
に
給
事
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
れ
以
外
に
秩
六
百
石
の
議
郎
・
中
郎
、
及
び
秩
比
四
百
石
の
侍
郎
(
侍
郎
が
漢
初
に
存
在
し
た
か
否
か
は
問
題
が
あ
前
〕
が
あ
っ
た
。
本
来
中
郎
も
侍
郎
も
郎
中
の
う
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ち
、
宮
中
宿
衡
と
侍
従
と
い
う
職
務
に
因
む
名
称
で
あ
っ
た
も
の
が
、
後
に
正
式
名
称
と
な
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
哲
た
だ
議
郎
は
大
夫
と
と
も
に
論
議
に
参
加
す
べ
き
者
で
、
職
務
を
示
し
た
名
称
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
謁
者
は
こ
れ
ら
大
夫
・
郎
官
と
と
も
に
郎
中
令
に
所
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
『
太
平
御
覧
』
巻
二
四
一
、
職
官
、
左
右
中
郎
将
の
条
引
用
の
『
漢
旧
儀
』
に
よ
れ
ば
、
右
中
郎
将
が
常
侍
侍
郎
を
つ
か
さ
ど
っ
た
の
に
対
し
、
左
中
郎
将
は
謁
者
を
つ
か
さ
ど
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
前
漢
後
期
の
状
況
を
示
す
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
中
郎
将
の
地
位
上
昇
と
と
も
に
生
じ
た
事
態
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
未
央
宮
内
部
の
「
宮
中
」
(
端
門
内
)
に
は
、
そ
の
門
戸
に
戸
将
の
下
に
戸
郎
が
配
置
さ
れ
、
郎
官
の
う
ち
宮
中
に
つ
め
る
も
の
は
、
特
に
「
常
侍
郎
」
(
『
漢
書
』
巻
六
五
、
東
方
朔
伝
)
と
称
さ
れ
、
騎
郎
の
場
合
は
「
常
侍
騎
」
(
同
巻
六
六
、
楊
悔
伝
)
と
称
さ
れ
た
。
同
様
に
謁
者
も
「
常
侍
謁
者
」
(
同
巻
一
八
、
外
戚
恩
沢
侯
表
、
定
郷
侯
孫
遷
)
と
称
さ
れ
た
。
な
お
常
侍
謁
者
は
後
漢
で
は
正
式
官
名
と
な
り
、
比
六
百
石
の
官
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
『
史
記
』
巻
八
七
、
李
斯
列
伝
に
、
富
宮
越
高
は
郎
中
令
と
な
り
「
常
に
中
に
侍
し
、
事
を
用
い
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
郎
中
令
が
侍
中
と
な
る
例
が
出
世
代
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
尚
書
は
や
は
り
宮
中
に
留
台
が
あ
っ
た
。
『
漢
旧
儀
』
巻
上
に
よ
れ
ば
、
尚
書
郎
が
留
台
に
宿
泊
す
る
場
合
は
、
官
官
が
寝
具
を
給
し
、
太
官
が
食
を
給
し
た
し
、
ま
た
そ
の
職
務
は
皇
帝
の
文
書
を
取
り
扱
う
の
で
あ
る
か
ら
、
未
央
官
前
殿
か
付
近
円
建
物
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
『
漢
旧
儀
』
は
こ
の
文
の
前
で
「
中
毘
在
省
中
、
皆
白
請
、
其
{
臣
者
不
自
請
」
と
述
べ
て
お
り
、
中
朝
の
臣
が
宮
中
(
端
門
内
)
に
宿
泊
す
る
場
合
は
必
ず
白
請
向
上
で
行
っ
た
。
宮
中
宿
泊
は
、
原
則
と
し
て
、
富
官
と
、
留
宿
す
る
尚
喜
・
御
史
・
常
侍
郎
な
ど
以
外
は
日
常
的
事
態
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
『
北
堂
書
紗
』
巻
五
五
、
符
節
引
『
漢
旧
儀
』
に
「
符
節
令
領
尚
喜
符
璽
郎
四
人
」
と
あ
る
、
-
少
府
属
官
の
符
節
も
ま
た
緊
急
円
場
合
の
皇
帝
権
発
動
に
必
要
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ま
た
宮
中
に
あ
っ
た
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
官
僚
が
司
馬
門
か
ら
未
央
宮
内
に
入
る
と
、
多
く
の
殿
閣
と
と
も
に
、
御
史
大
夫
府
を
見
、
衛
尉
府
・
郎
中
令
府
も
ま
た
目
に
入
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
い
わ
ば
中
朝
の
入
り
口
で
あ
る
端
門
に
は
、
郎
中
令
所
属
戸
将
が
指
揮
す
る
戸
郎
達
が
そ
れ
を
固
め
、
ま
た
取
次
役
の
謁
者
を
も
見
る
の
で
あ
る
。
更
に
前
殿
及
び
そ
の
周
囲
に
は
、
御
史
・
尚
書
・
謁
者
・
符
節
等
の
政
務
執
行
に
必
要
な
諸
官
を
見
、
殿
内
外
で
警
衛
す
る
常
侍
郎
等
も
見
た
で
あ
ろ
う
し
、
当
然
富
官
も
ま
た
視
野
に
入
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
殿
上
に
は
侍
中
等
の
加
官
を
加
え
ら
れ
た
諸
官
が
皇
帝
の
周
囲
に
侍
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
皇
帝
の
執
務
が
終
り
、
後
宮
に
入
っ
た
な
ら
ば
、
後
宮
町
殿
門
内
部
は
富
官
の
世
界
で
あ
っ
て
、
殿
門
に
は
官
官
の
戸
衛
と
謁
者
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
「
中
の
謁
者
」
、
中
謁
者
で
あ
る
。
四
こ
う
し
て
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
未
央
宮
内
の
各
官
署
の
配
置
状
況
の
お
お
よ
そ
を
把
握
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
問
題
町
三
官
に
対
す
る
考
察
が
可
能
と
な
る
。
ま
ず
謁
者
と
尚
番
町
職
務
と
置
官
を
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。
謁
者
向
職
務
に
つ
い
て
は
、
百
官
表
に
見
え
る
賓
客
の
謁
見
を
介
助
す
る
職
務
の
他
に
、
『
漢
書
』
中
に
見
ら
れ
る
事
例
を
通
観
す
る
と
、
『
淡
官
答
間
』
が
ま
と
め
て
い
る
よ
う
に
、
朝
儀
の
引
賛
、
使
命
を
受
け
て
の
使
者
(
外
国
へ
の
場
合
も
あ
る
)
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
は
恭
代
以
来
の
よ
う
で
あ
り
、
『
史
記
』
巻
八
七
、
李
斯
列
伝
に
よ
刷
る
と
、
超
高
が
偽
っ
て
派
遣
し
た
者
の
肩
書
き
は
御
史
・
謁
者
・
侍
山
中
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
朝
廷
の
威
儀
を
正
す
と
い
う
職
務
柄
、
(
謁
者
は
郎
中
の
う
ち
髭
町
立
派
な
、
声
の
大
き
い
も
の
を
任
命
し
た
割
(
『
六
典
』
巻
九
、
過
去
一
回
人
引
『
決
旧
儀
』
)
。
そ
し
て
漢
初
確
か
に
尚
謁
者
に
は
中
弱
者
(
司
淡
書
』
泌
嬰
伝
。
『
史
記
』
巻
一
八
、
高
祖
功
香
臣
侯
者
年
表
、
陽
河
侯
其
石
)
と
、
大
謁
者
(
岡
、
挑
(
安
)
侯
劉
袈
)
が
あ
っ
た
。
者制匂漢前
そ
の
う
ち
大
謁
者
に
つ
い
て
は
、
『
泌
番
』
巻
七
四
、
貌
相
伝
に
、
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高
皇
帝
所
述
書
天
子
所
服
第
八
回
、
大
謁
者
臣
章
受
詔
長
楽
宮
、
目
、
「
令
静
臣
議
天
子
所
服
、
以
安
治
天
下
。
」
相
国
臣
何
・
御
史
大
夫
臣
昌
、
識
与
将
軍
臣
陵
・
太
子
太
博
臣
通
等
談
、
「
:
」
大
謁
者
喪
章
奏
。
制
日
可
。
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
太
平
御
覧
』
巻
六
八
九
、
衣
の
と
こ
ろ
に
も
『
淡
雑
事
』
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
が
、
詔
令
研
究
上
重
要
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
年
次
に
関
し
て
は
『
漢
書
補
注
』
引
斉
召
南
は
高
祖
一
O
年
(
前
一
九
七
)
の
こ
と
と
す
る
が
、
御
史
大
夫
周
昌
が
越
丞
相
と
な
っ
た
年
次
に
つ
い
て
、
『
史
記
』
巻
二
二
、
漢
興
以
来
将
相
名
臣
年
表
で
は
九
年
と
し
て
お
り
、
周
年
正
月
(
歳
首
は
一
O
月
)
、
如
意
を
越
王
と
し
た
が
、
や
や
あ
っ
て
か
ら
そ
の
年
の
う
ち
に
邑
を
そ
の
丞
相
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
高
祖
は
戚
陽
に
入
っ
て
以
後
、
秦
の
官
制
を
継
承
し
、
謁
者
を
も
置
い
た
の
で
あ
る
が
、
『
漢
書
』
巻
四
二
、
周
回
目
伝
的
逸
話
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
漢
初
の
後
宮
と
外
と
は
ま
だ
隔
て
が
そ
れ
ほ
ど
厳
重
で
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
特
に
皇
帝
身
辺
に
配
置
さ
れ
た
謁
者
を
中
謁
者
と
し
、
中
朝
と
後
宮
と
を
取
り
次
ぐ
役
目
を
帯
び
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
謁
者
の
長
が
大
謁
者
と
も
呼
ば
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
大
謁
者
が
後
の
尚
書
令
と
同
様
町
、
上
奏
・
受
詔
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
そ
の
後
、
目
后
時
代
に
な
る
と
、
こ
の
大
謁
者
に
官
官
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
最
高
権
力
者
が
女
性
で
あ
る
と
い
う
呂
后
時
代
の
特
殊
性
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
は
中
謁
者
に
は
全
て
宮
官
が
任
命
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
本
来
同
じ
謁
者
で
あ
り
な
が
ら
、
中
の
謁
者
に
は
富
官
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
長
を
中
大
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謁
者
(
『
史
記
』
呂
太
后
本
紀
)
と
も
呼
ん
だ
。
附
附
樹
釧
説
に
い
う
よ
う
に
謁
者
向
長
は
百
官
表
で
も
百
官
志
で
も
僕
射
で
あ
り
、
令
は
置
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
泌
初
に
は
謁
者
町
長
を
大
謁
者
と
称
し
た
も
の
の
、
そ
れ
を
僕
射
あ
る
い
は
令
と
は
ま
だ
呼
ん
で
い
古
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
と
こ
ろ
が
文
帝
代
に
な
る
と
、
『
則
的
書
』
巻
九
四
上
、
旬
奴
伝
上
に
旬
奴
へ
の
使
者
と
し
て
中
大
夫
と
と
も
に
「
謁
者
令
」
が
赴
い
て
い
る
事
例
が
見
ら
れ
る
。
後
代
で
は
土
人
任
命
的
謁
者
の
長
は
僕
射
で
あ
る
し
、
一
方
向
富
官
任
命
的
中
謁
者
町
長
は
令
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
謁
者
令
」
は
や
は
り
富
官
任
命
の
中
謁
者
の
長
で
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
文
帝
代
に
は
官
官
任
命
的
中
謁
者
を
後
宮
に
お
け
る
謁
者
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
、
そ
の
長
の
名
称
を
中
謁
者
令
と
し
た
し
、
一
方
、
士
人
的
謁
者
に
つ
い
て
も
今
ま
で
中
弱
者
町
長
大
謁
者
向
統
率
の
下
に
あ
っ
た
の
を
切
り
離
し
、
別
に
秩
比
千
石
町
僕
射
を
置
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
尚
書
に
つ
い
て
見
る
と
、
ま
ず
応
助
『
淡
官
儀
』
で
は
少
府
が
四
人
内
吏
を
殿
中
に
派
遣
し
て
皇
帝
の
替
を
発
す
る
の
を
つ
か
さ
ど
ら
せ
た
と
い
う
が
、
『
史
記
』
十
数
始
皇
本
紀
三
五
年
(
前
二
一
一
一
)
の
条
で
、
始
皇
帝
が
日
夜
政
務
内
決
済
に
励
ん
で
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
毎
日
多
く
の
書
類
を
扱
う
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
皇
帝
の
左
右
に
あ
っ
て
そ
れ
ら
の
書
類
を
官
僚
か
ら
受
理
し
、
封
印
な
ど
を
解
き
、
ま
た
皇
帝
か
ら
決
済
ず
み
の
も
の
を
受
け
て
担
当
の
官
吏
に
渡
す
官
が
必
要
で
あ
っ
た
筈
で
あ
り
、
皇
帝
周
辺
に
配
置
さ
れ
て
い
た
多
く
の
尚
茶
官
と
同
様
に
正
に
書
を
尚
す
る
(
っ
か
さ
ど
る
)
も
の
と
し
て
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
漢
代
的
尚
書
の
事
例
を
見
る
と
、
次
に
述
べ
る
上
奏
・
受
詔
の
他
、
詔
書
の
所
蔵
、
使
命
を
受
け
て
の
使
者
、
劾
奏
、
費
問
、
六
百
石
以
上
の
官
の
任
命
な
ど
そ
の
職
務
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
多
く
前
漢
代
も
後
半
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
『
史
記
』
巻
六
O
、
三
王
世
家
に
、
き
て
三
月
乙
亥
、
御
史
臣
光
守
尚
書
A
Y
奏
未
央
官
。
制
目
、
「
下
御
史
日
六
年
三
月
戊
申
朔
、
乙
亥
、
御
史
臣
光
守
尚
書
令
・
丞
非
、
下
御
史
、
書
到
言。
と
あ
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
武
帝
代
で
は
襟
初
大
謁
者
が
行
っ
て
い
た
上
奏
・
受
認
め
機
能
を
尚
書
令
が
呆
た
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
尚
書
の
機
能
は
、
上
述
の
文
帝
代
の
謁
者
制
的
整
備
改
編
と
い
う
状
況
を
勘
案
す
れ
ば
、
そ
の
頃
に
始
ま
っ
た
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
し
、
尚
書
令
・
丞
が
置
か
れ
た
の
も
あ
る
い
は
そ
の
段
階
的
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
渓
初
以
来
起
草
の
任
に
当
っ
て
き
た
の
は
、
大
庭
怖
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
未
央
宮
内
の
御
史
大
夫
府
に
い
た
御
史
で
あ
っ
た
。
尚
書
は
皐
帝
の
制
詔
を
御
史
大
夫
に
下
し
、
そ
の
下
の
「
草
制
の
官
」
で
あ
る
御
史
が
文
書
の
起
案
に
当
っ
た
。
と
こ
ろ
が
武
帝
代
、
丞
相
の
権
限
を
制
約
し
つ
つ
皇
帝
が
独
裁
的
傾
向
を
強
め
て
く
る
と
、
侍
中
等
の
加
官
群
が
顧
問
応
対
の
形
で
政
策
立
案
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
り
、
帝
周
辺
町
様
々
な
エ
キ
ス
パ
ー
ト
達
が
実
質
的
に
政
策
立
案
町
役
割
を
担
っ
て
く
る
よ
う
に
な
抗
F
た
だ
こ
の
段
階
で
も
御
史
の
起
草
権
は
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
公
的
に
は
御
史
起
草
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
尚
書
も
文
書
取
次
を
主
任
務
と
し
て
い
た
。
た
だ
直
接
皇
帝
の
下
命
を
受
け
て
御
史
へ
の
制
認
を
書
く
事
が
始
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
全
く
の
書
記
官
的
役
割
を
ま
ず
呆
た
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
皇
帝
の
制
詔
で
既
に
あ
る
方
向
が
指
示
さ
れ
て
い
る
場
合
、
御
史
の
立
案
も
大
き
な
制
約
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
。
尚
喜
が
政
治
的
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
第
一
歩
が
確
実
に
武
剛
帝
代
に
進
展
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
問
題
的
中
書
が
こ
の
武
帝
代
に
設
置
さ
れ
る
。
そ
の
初
見
れ
は
司
馬
遂
で
あ
る
。
中
書
設
置
に
つ
い
て
は
か
な
り
早
め
に
考
え
る
駒
山
本
氏
の
見
解
が
丸
山
叫
が
、
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
武
帝
は
ニ
O
尚
代
・
三
O
代
は
積
極
的
な
対
外
策
を
と
り
、
そ
の
日
は
よ
り
外
に
向
書
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
四
O
代
か
ら
祭
肥
・
巡
狩
に
情
熱
が
【削己
中
注
が
れ
、
よ
り
内
部
に
そ
の
目
が
向
け
ら
れ
た
。
し
か
し
元
封
(
前
時
一
一
O
一
O
五
)
太
初
(
前
一
O
四
|
一
O
こ
の
頃
は
積
極
制
的
に
巡
狩
・
祭
犯
を
行
う
の
み
な
ら
ず
、
大
宛
遠
征
・
第
二
次
旬
奴
戦
争
の
開
始
な
ど
活
発
な
対
外
政
策
も
展
開
し
て
い
た
。
ま
だ
後
宮
ヴ，6
に
引
き
簡
も
っ
て
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
司
馬
遷
が
富
官
と
し
て
仕
、
え
た
太
始
元
年
(
前
九
六
)
以
降
町
時
期
は
、
武
帝
の
六
一
歳
以
降
に
当
り
、
ま
だ
ま
だ
強
健
で
巡
狩
も
行
っ
て
い
た
が
、
昭
帝
同
母
鈎
て
越
俺
仔
を
寵
愛
し
、
次
第
に
後
宮
に
引
き
龍
も
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
後
宮
内
に
尚
書
の
役
割
を
果
た
す
も
の
が
必
要
と
な
る
。
正
に
中
の
尚
書
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
学
識
豊
か
な
文
才
の
あ
る
司
馬
遷
が
霞
{
目
と
し
て
後
宮
に
あ
っ
た
。
や
は
り
、
武
帝
は
ま
ず
最
初
に
中
書
令
と
し
て
彼
を
任
命
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。
そ
し
て
後
宮
に
は
文
帝
代
以
来
中
弱
者
令
・
丞
が
あ
り
、
後
富
内
外
の
取
次
全
般
を
担
っ
て
い
た
。
新
設
の
中
書
に
は
特
に
文
書
取
次
と
右
の
尚
書
と
同
様
な
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
中
謁
者
と
中
書
の
職
務
上
の
類
似
点
が
あ
っ
た
し
、
ま
た
尚
書
同
様
、
中
書
の
長
官
は
令
で
あ
り
、
中
謁
者
の
長
官
も
令
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
二
官
を
合
体
し
、
長
官
を
中
書
謁
者
令
と
称
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
下
に
は
、
も
と
も
と
類
似
し
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
異
な
る
職
掌
で
あ
っ
た
か
ら
、
中
謁
者
と
中
尚
書
即
ち
中
書
と
が
そ
れ
ぞ
れ
別
に
置
か
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
二
官
は
長
官
同
と
こ
ろ
で
一
つ
に
統
合
さ
れ
て
い
た
が
、
お
そ
ら
く
次
官
の
丞
以
下
は
別
な
官
と
し
て
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
る
。
丞
は
各
官
署
で
は
そ
の
官
署
の
事
務
的
な
統
括
者
と
な
っ
て
お
り
、
中
書
の
丞
の
場
合
で
昔
守
え
ば
、
中
書
令
と
中
書
官
官
が
直
接
中
書
の
職
務
を
遂
行
す
る
の
に
対
し
て
、
官
署
内
の
雑
務
を
担
当
す
る
こ
と
68 
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
僕
射
は
尚
書
郎
に
お
い
て
も
、
中
書
官
官
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
り
、
そ
の
設
置
年
代
は
不
明
な
が
ら
、
尚
書
台
・
中
書
台
で
そ
の
職
務
遂
行
上
、
丞
を
凌
ぐ
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
事
実
上
そ
れ
ぞ
れ
の
次
官
と
し
て
の
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
か
く
し
て
後
宮
内
に
は
中
謁
者
令
を
兼
ね
る
中
書
令
以
下
、
僕
射
・
丞
・
中
書
富
官
が
あ
り
、
端
門
内
の
宮
中
に
は
、
尚
書
令
・
僕
射
・
永
7
尚
書
郎
が
あ
り
、
更
に
端
門
外
的
御
史
大
夫
府
に
は
御
史
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
御
史
よ
り
も
内
部
に
位
置
し
た
尚
書
が
武
帝
近
侍
の
各
官
と
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
次
第
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
、
御
史
の
権
限
を
制
約
し
て
い
っ
た
が
、
今
度
は
更
に
後
宮
内
で
富
官
が
尚
喜
同
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
後
宮
内
で
は
、
皇
帝
の
身
辺
に
は
中
朝
の
加
官
群
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
中
書
は
顧
問
応
対
と
い
う
加
官
群
が
果
た
し
た
機
能
を
も
果
た
し
た
。
そ
れ
は
事
実
上
、
起
草
権
の
一
端
を
担
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
中
書
が
単
な
る
書
記
官
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
な
ら
、
ま
だ
そ
の
政
治
的
影
響
は
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
顧
問
応
対
と
い
う
政
策
立
案
に
関
わ
る
機
能
を
果
た
し
た
こ
と
は
一
挙
に
富
官
の
政
治
力
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
強
化
し
た
中
書
の
機
能
を
、
武
帝
は
自
分
の
死
後
、
幼
帝
同
時
代
に
も
そ
の
ま
ま
継
承
さ
せ
る
こ
と
は
具
合
が
悪
い
と
判
断
し
、
中
朝
の
尚
書
を
、
武
帝
代
の
中
書
と
同
様
の
政
策
立
案
起
草
の
一
端
を
担
う
も
の
と
し
つ
つ
、
幼
帝
の
補
佐
た
る
電
光
に
領
尚
書
事
の
肩
書
き
を
与
え
て
政
治
を
と
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。
従
っ
て
中
書
の
権
限
は
こ
の
時
期
大
幅
に
制
約
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
領
尚
害
事
と
い
う
肩
書
き
は
あ
く
ま
で
も
尚
書
台
の
職
務
を
掌
握
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
後
宮
中
の
中
香
に
は
及
ば
な
か
っ
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
霊
光
摂
政
時
代
に
中
書
が
置
か
れ
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
前
引
『
漢
書
』
倭
幸
伝
で
石
顕
ら
が
中
尚
書
に
な
っ
た
の
は
霊
光
摂
政
時
代
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
点
n
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か
ら
も
、
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
説
に
与
し
た
い
。
前
引
宣
帝
紀
等
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
代
中
謁
者
と
中
書
が
分
離
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
を
再
び
一
本
化
し
、
武
帝
代
同
様
の
機
能
を
果
た
さ
せ
た
の
が
宣
帝
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
次
の
元
帝
代
、
中
書
官
官
町
政
治
権
力
強
化
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
領
尚
書
事
と
中
書
が
互
い
に
権
力
強
化
を
図
っ
て
い
く
過
程
で
、
御
史
に
よ
る
立
案
起
草
権
は
全
く
弱
体
化
し
、
早
晩
そ
の
改
革
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
し
、
権
力
を
掌
握
し
た
外
戚
に
と
っ
て
も
後
宮
に
あ
っ
て
権
力
を
握
り
得
る
中
書
富
官
的
存
在
は
具
合
が
悪
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
政
治
的
・
制
度
的
状
況
が
、
成
帝
建
始
四
年
(
前
二
九
)
の
中
書
制
の
廃
止
、
尚
書
の
強
化
と
い
う
制
度
改
革
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
時
点
で
御
史
は
そ
の
立
案
起
草
権
を
失
っ
た
も
の
と
み
て
よ
い
。
御
史
大
夫
属
官
の
う
ち
、
御
史
中
丞
・
侍
御
史
は
武
帝
代
以
後
の
監
察
官
強
化
の
な
か
で
一
層
皇
帝
へ
の
直
属
関
係
を
強
め
た
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の
よ
う
な
御
史
の
機
能
低
下
は
も
は
や
御
史
大
夫
制
を
維
持
さ
せ
る
必
要
を
失
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
や
が
て
三
公
制
に
改
編
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
中
書
令
は
中
弱
者
令
を
兼
任
し
て
き
た
が
、
そ
の
下
に
あ
っ
た
中
書
と
中
謁
者
の
う
ち
中
書
が
廃
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
中
謁
者
令
だ
け
と
な
る
。
決
し
て
中
書
謁
者
令
を
中
謁
者
令
に
改
名
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
百
{
目
表
的
「
中
書
謁
者
」
は
、
前
漢
末
的
状
況
に
忠
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
中
謁
者
」
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
た
だ
中
書
と
密
接
に
関
係
し
た
が
故
に
時
間
的
に
は
や
や
遡
る
一
本
化
し
て
い
た
時
の
官
名
を
挙
げ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
な
お
中
謁
者
は
前
渓
代
王
国
に
も
酎
あ
っ
た
し
(
『
漢
書
』
漢
八
O
、
宣
元
六
王
伝
、
東
平
王
字
伝
)
、
ま
た
後
漢
代
中
宮
謁
者
(
令
一
人
、
謁
者
三
人
)
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
れ
は
別
に
『
後
漢
書
』
巻
一
O
下
、
皇
后
紀
下
町
「
中
謁
者
僕
射
」
町
一
的
存
在
な
ど
中
謁
者
に
関
す
る
記
事
は
か
な
り
見
ら
れ
、
『
続
漢
書
』
札
向
儀
志
中
な
ど
に
あ
る
よ
う
に
、
儀
礼
に
お
い
て
中
謁
者
は
重
要
な
役
書
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
注
意
し
て
お
き
た
い
。
出
T者
目匂前
お
わ
り
に
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こ
う
し
て
謁
者
等
三
官
が
未
央
宮
中
に
あ
っ
た
官
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
各
官
の
相
互
関
係
を
中
心
と
し
て
考
証
を
進
め
て
き
た
が
、
御
史
、
中
書
、
尚
書
の
変
遷
を
通
じ
て
、
皇
帝
に
親
近
な
も
の
が
権
力
を
掌
握
す
る
と
い
う
、
中
国
官
制
に
お
い
て
多
く
見
ら
れ
た
事
柄
を
前
漢
代
で
も
明
瞭
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
尚
書
は
前
漢
末
に
は
令
・
僕
射
・
丞
・
尚
書
・
郎
肉
体
制
を
固
め
た
こ
と
を
述
べ
て
本
考
証
を
ひ
と
ま
ず
お
え
る
。
ふ玉
(
1
)
全
体
的
な
も
の
と
し
て
は
、
安
作
環
・
熊
鉄
基
『
秦
漢
官
制
史
稿
』
上
・
下
、
(
一
九
八
五
年
)
、
回
M
O
E
g
g
s
-
E
3
↓Z
E
Z
E
0
2
4
0『
国
自
己
E
2・
巴
∞
O
等
が
あ
り
、
大
庭
情
『
秦
漢
法
制
史
的
研
究
』
(
一
九
八
二
年
)
町
関
係
論
文
以
下
、
各
氏
の
研
究
が
あ
る
。
な
お
拙
稿
「
前
漢
武
帝
代
的
財
政
機
構
改
革
」
(
『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
一
、
一
九
八
四
年
)
で
は
、
主
爵
都
尉
、
三
輔
、
内
官
、
寺
工
、
司
空
、
水
衡
都
尉
及
び
所
属
各
官
、
大
司
農
及
び
所
属
各
宮
内
考
証
を
行
っ
た
。
(
2
)
鎌
田
重
雄
「
漢
代
町
尚
喜
官
l
領
尚
書
事
と
録
向
書
事
を
中
心
と
し
て
l
L
(
『
東
洋
史
研
究
』
一
一
六
l
四
、
一
九
六
八
年
)
、
山
本
隆
義
『
中
国
政
治
制
度
内
研
究
l
内
閣
制
度
の
起
源
と
発
展
』
(
一
九
六
八
年
)
第
一
章
・
二
章
等
や
、
最
近
の
冨
田
健
之
「
漢
時
代
に
お
け
る
尚
書
体
制
円
形
成
と
そ
の
意
義
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
四
五
二
、
一
九
八
六
年
)
等
。
中
文
で
は
労
斡
「
漢
代
尚
書
的
職
任
及
其
和
内
朝
的
関
係
」
(
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
五
一
一
、
一
九
八
O
年
)
等
の
専
論
や
、
徐
復
観
『
周
泰
誕
政
治
社
会
結
構
之
研
究
』
(
一
九
七
二
年
)
町
「
棋
代
一
人
専
制
政
治
下
的
官
制
演
変
」
等
の
全
体
的
政
治
史
・
官
制
史
関
係
書
籍
中
町
考
証
等
。
ま
た
な
ん
ら
か
町
形
で
言
及
し
て
い
る
も
の
は
日
文
・
中
文
と
も
に
非
常
に
多
い
。
た
だ
徐
子
宏
「
西
漢
『
中
書
』
『
尚
書
』
考
」
(
『
広
西
大
学
学
報
』
哲
杜
版
、
一
九
八
八
二
)
等
、
本
考
証
に
関
係
す
る
論
文
が
中
国
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
未
見
で
あ
る
。
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(
3
)
内
者
か
否
か
と
い
う
占
‘
に
つ
い
て
は
、
丙
古
伝
で
こ
町
「
内
謁
者
令
」
を
「
使
者
」
と
称
し
て
い
る
点
に
注
目
す
る
と
、
謁
者
が
使
命
を
帯
び
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
考
え
て
も
、
宮
中
内
惟
帳
や
器
物
を
つ
か
さ
ど
っ
た
内
者
よ
り
は
謁
者
向
方
が
使
者
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
円
で
あ
る
か
ら
、
王
国
純
説
が
よ
い
も
の
と
思
う
。
(
4
)
内
朝
と
外
朝
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
労
斡
「
論
漢
代
的
内
朝
与
外
朝
」
(
司
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
一
三
、
一
九
四
八
年
)
以
下
町
研
究
が
あ
り
、
最
近
町
も
の
で
は
宮
田
健
之
「
内
朝
と
外
朝
|
誕
朝
政
治
構
造
円
基
礎
的
考
察
」
(
『
新
潟
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
二
七
二
、
一
九
八
六
年
}
同
前
掲
「
漢
時
代
に
お
け
る
向
書
体
制
的
形
成
と
そ
の
意
義
」
、
藤
田
高
夫
「
前
誕
後
半
期
的
外
戚
と
官
僚
機
構
」
(
『
束
洋
史
研
究
』
四
八
回
、
一
九
九
O
年
)
な
ど
が
あ
る
。
内
朝
官
に
つ
い
て
は
、
労
斡
氏
は
加
官
と
尚
喜
・
将
軍
を
あ
げ
、
冨
田
氏
は
加
宮
内
み
と
し
、
藤
田
氏
は
「
中
朝
」
と
「
内
朝
」
を
区
別
し
つ
つ
、
「
内
朝
」
を
加
官
と
将
軍
を
含
め
た
集
団
と
す
る
。
後
述
内
よ
ヲ
に
宮
中
諸
官
に
は
制
度
的
に
宮
中
勤
務
し
た
も
の
と
加
官
群
と
が
あ
り
、
政
策
決
定
、
顧
問
応
対
と
い
う
職
務
を
果
た
し
た
中
心
は
加
官
群
な
の
で
あ
る
。
内
朝
は
一
般
的
に
は
端
門
内
向
殿
中
に
侍
従
し
た
加
官
群
を
意
味
し
た
が
、
皇
帝
町
親
近
者
が
任
命
さ
れ
て
侍
従
の
任
務
を
果
た
し
た
場
合
は
、
将
軍
も
当
然
そ
の
中
に
含
ま
れ
た
も
の
と
思
う
。
こ
の
点
、
大
庭
崎
氏
の
「
前
淡
町
将
軍
」
(
一
九
六
八
年
初
出
、
前
掲
著
書
所
収
)
で
の
「
加
宮
内
有
無
で
機
械
的
に
左
右
さ
れ
る
よ
う
な
性
格
円
官
で
は
な
い
」
と
い
う
指
摘
が
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
尚
替
は
こ
の
よ
う
な
内
朝
内
政
策
立
案
諸
決
定
的
意
向
を
強
〈
受
け
ざ
る
を
え
な
か
勺
た
の
で
あ
る
か
ら
、
事
実
上
内
朝
の
執
行
機
開
化
し
た
と
い
い
得
る
。
(
5
)
鎌
田
前
掲
論
文
。
(
6
)
山
本
前
掲
著
書
。
(
7
)
大
庭
僻
「
誕
王
朝
円
支
配
機
構
」
(
一
九
七
O
年
初
出
、
前
掲
著
書
所
収)。
(
8
)
徐
前
掲
著
書
。
(
9
)
労
斡
前
掲
「
漢
代
尚
書
的
職
任
及
其
和
内
朝
的
関
係
」
。
(
刊
)
楊
寛
著
、
西
嶋
定
生
監
訳
『
中
国
都
城
内
起
源
と
発
展
』
(
一
九
八
七
年
)
。
楊
寛
氏
は
長
楽
宮
も
未
央
宮
も
「
坐
西
朝
来
」
で
あ
る
と
す
る
。
(
日
)
同
右
.
{
ロ
)
浜
口
「
前
漢
の
南
北
軍
に
就
い
て
」
(
一
九
三
九
年
初
出
、
『
泰
漢
陪
唐
史
的
研
究
』
上
、
一
九
六
六
年
所
収
)
。
(
日
)
拙
稿
「
後
漢
時
代
の
徳
役
と
兵
役
」
(
『
歴
史
』
六
六
、
一
九
八
六
年
)
。
(
U
)
増
淵
「
戦
国
官
僚
制
町
一
性
格
」
(
一
九
五
六
年
初
出
、
『
中
国
古
代
の
社
会
と
国
家
』
一
九
六
O
年
所
収
)
。
(
日
)
同
右
.
(
日
)
な
お
『
史
記
』
巻
六
、
泰
始
皇
本
紀
、
二
世
皇
帝
元
年
(
前
二
O
九
}
に
コ
ニ
郎
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
郎
中
令
町
下
町
三
将
に
率
い
ら
れ
た
車
戸
・
騎
の
各
郎
を
指
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
泰
代
、
中
大
夫
A
Y
の
存
在
が
知
ら
れ
(
問
、
泰
王
政
九
年
、
前
二
三
八
)
、
諸
大
夫
町
長
官
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
統
一
直
前
頃
の
官
制
改
革
(
拙
稿
「
秦
漢
時
代
町
大
内
と
少
内
」
『
集
刊
束
洋
学
』
五
七
、
一
九
八
七
年
参
照
)
で
は
、
中
央
官
制
全
般
に
わ
た
っ
て
、
改
革
が
加
え
ら
れ
た
が
、
皇
帝
周
辺
町
大
夫
・
郎
官
群
を
宮
中
最
大
内
軍
事
力
を
有
し
た
郎
中
令
の
下
に
所
属
さ
せ
、
中
大
夫
令
も
郎
中
三
将
の
よ
う
に
、
大
夫
を
統
率
す
る
も
の
と
し
て
そ
の
ま
ま
置
か
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
『
漢
書
』
巻
二
、
恵
帝
紀
、
高
祖
一
二
年
(
前
一
九
五
)
に
勺
中
郎
郎
中
、
・
外
郎
」
「
中
郎
・
外
郎
」
と
外
郎
が
見
え
る
。
中
郎
自
体
は
文
帝
以
前
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
円
高
祖
末
年
ま
で
は
郎
中
の
う
ち
宮
中
で
宿
衛
す
る
者
を
中
郎
と
呼
び
、
宮
外
勤
務
向
者
は
外
郎
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
申
a
郎
が
正
式
田)
な
官
名
と
な
る
の
は
こ
の
後
円
恵
帝
・
呂
后
時
代
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
更
に
そ
の
後
、
中
郎
と
郎
中
の
中
聞
に
侍
従
と
い
う
職
務
に
因
む
侍
郎
と
い
う
名
称
司
郎
官
が
置
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
口
)
こ
の
「
中
」
は
、
皇
后
官
に
吋
中
」
を
使
う
の
と
同
様
の
、
後
宮
中
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
(
四
)
大
庭
前
掲
論
文
。
(
四
)
拙
稿
「
均
輸
平
準
と
桑
弘
羊
中
国
古
代
に
お
け
る
財
政
と
商
業
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
四
O
三
、
一
九
八
一
年
)
で
、
財
政
面
を
中
心
と
し
て
言
及
し
た
。
(
却
)
山
本
前
掲
著
書
。
{
幻
)
拙
稿
「
前
漠
武
帝
代
的
祭
肥
と
財
政
|
封
禅
番
と
平
準
書
」
(
『
東
北
大
学
教
養
部
紀
要
』
三
七
、
一
九
八
二
年
)
可• 
(mn“)
官
そ
円
時
に
は
中
書
が
あ
つ
た
と
み
b
れ
る
。
そ
の
中
書
も
改
め
て
置
い
た
と
考
え
る
よ
り
は
‘
既
に
あ
っ
た
も
の
の
強
化
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
も
、
重
光
摂
政
時
代
に
中
書
が
あ
っ
た
と
考
え
る
一
理
由
で
あ
る
。
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